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座長の言葉

IT技術の進歩は産業衛生にも大きな変革をもたらす可能性があり、実際に変化が起き始めている。産業衛生技術部会で

は、今回初めて「遠隔」という キー ワードに関するセッションを設ける。今まさに勃興しつつある産業衛生技術の遠隔管理

について最新の知見を学び、またディスカッションをしてみたい。

「遠隔Jに関する大きなトピックとして、 2019年には日本産業衛生学会で、遠隔産業衛生研究会が新たに承認された。こ

の研究会は現在まで遠隔商談など産業医活動が中心となっているが、技術分野もその範囲に含まれ、技術部会の会員も複数

参加している。遠隔産業衛生の定義は、同研究会によると次の通りである。「空間 ・時間的距離のある 2点を結びつける機

器(デバイス、ネットワ ーク)を活用した産業衛生活動。すなわちリアルタイム動画通信、動画記録媒体、ウェラブルモニ

ターセンサー (リアルタイム ・記録媒体)等の機器を活用した産業衛生活動のことJ。
技術分野に関する遠隔管理をひとことで言えば、遠隔手法を活用してリスクアセスメント ・マネ ジメン トを効果的に行

うこと、となるだろう。今日の研修会では作業現場における遠隔管理手法について、四人の演者から紹介していただく 。

中央労働災害防止協会の宮内先生から、遠隔で特定した作業者の位置情報と、リアルタイムモニターによる化学物質のば

く露データから、ばく露が発生した位置を特定する手法などをご紹介いただく 。

大林組の赤川先生から、熱中症対策に関し、ウェアラブルセンサで作業員の体調を常時確認し、との情報と連続測定した

WBGT情報をクラウド上でリアルタ イムに統合し、アラー 卜を発信する手法などをご紹介いただく 。

大林組の笠井先生から、 WBGTデータをリアルタイムにクラウドヘ送信し、 これを現場管理者がスマートホンやタブレ

ット端末などで、常時確認して、タイム リーに熱中症対策を検討できる手法などをご紹介いただく 。

立命館大学の西尾先生から、屋内測位と位置情報などに関してご紹介いただく 。

遠隔産業衛生はこれから発展が期待される分野であり、その鍵は機器の進歩とともに、それを何に利用するか(使用目的)

についてのアイデアに大いに依存すると思われる。本研修会が、知識の習得と共に、このアイデアを生み出すための一つの

きっかけになることを願L、たい。


